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AIによるアップサンプリングを活用した広帯域地震動波形合成の試み

Broadband ground motion waveform synthesis utilizing AI-based

upsampling technique
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　全国地震動予測地図でも用いられている広帯域強震動予測手法であるハイブリッド合成法では、三次元差分

法などの理論的手法で計算した長周期成分と、統計的グリーン関数法などの経験的、半経験的手法に基づいて

計算した短周期成分を足し合わせることで広帯域地震動を求めているが、それぞれ異なる速度構造モデルを用

いた独立した計算となっているため、長周期と短周期で地震波の到達時間がずれるといった不具合が生じるこ

とが知られている。岩城・藤原（2013、日本地震工学会論文集）では、長周期地震動時刻歴と短周期地震動

時刻歴との関係性（包絡形の関係）を3種類のパラメータで表現し、シミュレーションで求めた長周期地震動

に短周期成分を加えることで広帯域強震動計算を行う手法を提案している。本研究では、この長周期成分から

短周期成分を合成するという考え方に基づき、防災科学技術研究所の強震観測網（K-NET、KiK-net）でこれま

でに蓄積された膨大な強震観測記録を利用し、長周期地震動と広帯域地震動の時刻歴波形の関係性を人工知能

に適用し、長周期地震動から広帯域地震動を予測する波形合成について検討した。 

 

　長周期地震動から広帯域地震動を予測することは、短周期成分が欠落した低サンプリングの時刻歴波形と強

震動記録の関係から、欠落した短周期成分を予測し、高サンプリングの広帯域時刻歴波形の合成を行うアップ

サンプリングの問題として捉えることができる。本研究では、機械学習手法のひとつであるカップリング学習

を用いた検討を行っており、本発表では広帯域地震動波形合成を行うための基礎検討の結果について報告す

る。 
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